




































　当科で 2013 年から鏡視下前立腺手術を導入し，2017 年
12 月までに 87 例の手術を施行した．LRP が 66 例，
RARP が 21 例であった．LRP は後腹膜アプローチ 62 例





科の手術体制の変遷時期で，3.7 → 7 → 11 個と増加してい
た．RARP は平均 14 個であった．リンパ節転移症例は，
LRP 症例の 2 例であった．この 2 例は，手術前ノモグラ
ムでリンパ節転移確率 5％以上の群であった．1 例は 1 個
の転移で，無治療で3 年経過するがPSAは0.01 ng╱ml未満，
もう 1 例は 6 個の転移で，手術直後から 1 年以上 MAB を






　当院では 2014 年 9 月より RARP が導入され 2017 年 10




　年齢中央値 67 歳，術前 PSA 中央値 6.74 ng╱ml，D’Amico
分類にて中リスク群 147 例，高リスク群 127 例であった．
手術時間中央値 198 分，出血量中央値 118 ml であった．
断端陽性は pT2 で 4 例（1.8％），pT3 で 23 例（34.3％）の，
合計 27 例（9.3％）であった．リンパ節郭清は 94 例に施
行し，陽性率は 12.8％だった．神経温存は非温存 230 例，



























heme 合成に誘導する ferrochelatase を阻害することで
PDT の効果が増強し，heme 分解酵素である heme oxygen-
ase-1 を阻害すると血管新生が抑制され，抗癌剤感受性の
増強がみられる．本講演では，ALA を用いた膀胱癌の光
力学診断および治療に関する研究について紹介する．
